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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法

人
徳
島
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
令
和

初
の
お
正
月
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
高
齢
者
へ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
就
業
機
会
の

提
供
を
通
じ
て
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き

が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
の
実
現

や
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
、
徳
島
市
の
高

齢
者
福
祉
行
政
を
は
じ
め
、
市
政
各
般
に

格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
、
急
速
に
進
行
す
る
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
、

縮
小
す
る
地
域
経
済
の
克
服
等
が
、
全
国

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
地
方
自
治

体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
徳
島
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら

　
公
益
社
団

法
人
徳
島
市

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

の
皆
様
、
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
令
和
と
な
っ
て
初
め
て
の
お
正

月
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
、
平
成
、

令
和
と
三
時
代
を
生
き
る
会
員
の

皆
様
に
は
、
清
々
し
い
晴
れ
や
か

な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
悦

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
台
風
15
号
・
19
号
な
ど

激
甚
な
自
然
災
害
の
多
発
で
、
多

く
の
人
命
や
財
産
が
奪
わ
れ
悲
し
い

出
来
事
も
多
く
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
災
害
に
遭
遇
さ
れ

た
方
々
が
希
望
は
捨
て
ず
未
来
に

向
か
っ
て
進
ん
で
居
ら
れ
る
テ
レ
ビ

報
道
に
安
堵
す
る
と
共
に
、
心
よ
り

の
復
興
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
達
公
益
社
団
法
人
徳

島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

激
し
い
人
口
流
出
と
進
む
少
子
高

齢
化
時
代
に
、
弛
み
な
い
会
員
の

増
強
に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
、
昨

年
10
月
27
日
に
は
従
来
行
っ
て
い

た
問
屋
町
の
日
曜
市
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
初
の
試
み
と
し
て
イ
オ
ン
徳

島
店
で
実
施
。
本
年
も
場
所
は
未

定
で
す
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を

実
施
致
し
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様

の
ご
協
力
ご
支
援
を
引
続
き
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
末
か
ら
12
月
に
か
け

て
２
泊
３
日
の
家
族
旅
行
を
し
ま

し
た
。
月
刊
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
秋
季
号
で
東
北
秋
田
の
鹿か

づ

の角

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
記
事

に
触
発
さ
れ
ま
し
た
。
十
和
田
湖
・

八
幡
平
に
抱
か
れ
、
明
治
時
代
に

は
銀
、
銅
産
出
の
鉱
山
の
町
と
し

て
栄
え
た
小
坂
町
で
す
。
往
時
を

偲
ぶ
記
念
館
に
徳
島
の
脇
町
に
残

る
劇
場
と
兄
弟
館
の
様
な
〝
康
楽

館
〟
が
あ
り
、
当
日
は
幸
い
に
も

休
館
日
と
あ
っ
て
床
下
の
せ
り
上

り
舞
台
と
出
演
者
の
楽
屋
で
の
〝
ら

く
が
き
〟
な
ど
も
拝
観
、
ラ
ッ
キ
ー

な
旅
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

華
や
か
な
一
面
、
全
国
各
地
よ
り

夢
を
抱
い
て
労
働
に
励
ん
だ
人
々

の
思
い
も
歴
史
館
は
物
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
本
年
も
会
員
の
皆
様
！
安
全
就

業
を
第
一
に
共
に
手
を
携
え
て
令

和
二
年
を
邁
進
し
ま
し
ょ
う
。

の
課
題
へ
の
早
急
な
対
応
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、
多

く
の
人
々
に
徳
島
市
に
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
先
人
か
ら

私
た
ち
に
託
さ
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
徳
島
市
の
将
来
を
見
据

え
た
「
徳
島
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
ビ
ジ
ョ

ン
」
も
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
、「
未
来
に

笑
顔
を
『
つ
な
ぐ
』
ま
ち
づ
く
り
」、「
市

民
の
笑
顔
を
『
ま
も
る
』
ま
ち
づ
く
り
」、「
活

力
あ
る
笑
顔
が
『
お
ど
る
』
ま
ち
づ
く
り
」

の
３
つ
の
基
本
目
標
の
も
と
、
市
民
と
関

係
機
関
・
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
様
々
な
取
組
を
着
実

に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
、
す
べ
て

の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
実
現
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

変
わ
ら
ぬ
、
力
強
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
更
な
る
発
展
と
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長　

森
　
本
　
　
　
勝

徳
島
市
長　

遠
　
藤
　
彰
　
良

会　員　数
（12月1日現在）

男　性　　841人
女　性　　560人
　計　　1,401人

会員の拡大・就業機会の拡大
今年度もがんばろう！

子年生まれの方は119名。
昭和11年生まれ15名中５名、昭
和23年生まれ104名中17名から
回答をいただき、誌面の都合によ
り、簡記させていただきました。

子年生まれの抱負
①今年やりたいこと
②健康法

①今年やりたいこと
②健康法
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会　員　数
（12月1日現在）

男　性　　841人
女　性　　560人
　計　　1,401人

会員の拡大・就業機会の拡大
今年度もがんばろう！

子年生まれの方は119名。
昭和11年生まれ15名中５名、昭
和23年生まれ104名中17名から
回答をいただき、誌面の都合によ
り、簡記させていただきました。

子年生まれの抱負
①今年やりたいこと
②健康法

①今年やりたいこと
②健康法

森
　
祐
一
郎
（
加
茂
）

　

①
音
楽
活
動
と
一
昨
年
か
ら
芽
生
え

つ
つ
あ
る
Ａ
Ｉ
造
り

　

②
暴
飲
暴
食
及
び
過
度
な
運
動
は
避

け
、
内
に
籠
ら
ず
、
で
き
る
だ
け

屋
外
で
活
動
す
る

片
田
　
智
枝
（
津
田
）

　

①
温
泉
旅
行

　

②
ど
こ
に
で
も
自
転
車
で
行
く

林
　
　
　
薫
（
名
東
）

　

①
規
則
正
し
い
生
活
、
元
気
で
も
う

少
し
仕
事
が
あ
れ
ば
良
い

　

②
体
を
動
か
す
事

宮
村
　
敦
子
（
八
万
北
）

　

①
信
頼
を
築
い
て
き
た
人
か
ら
受
け

た
仕
事
を
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
、

自
分
も
納
得
が
い
く
よ
う
仕
上
げ

た
い

　

②
こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
て
楽
し
み

な
が
ら
用
事
を
す
る

瀬
部
　
三
代
（
昭
和
）

　

①
公
民
館
に
童
謡
を
歌
い
に　

書
道

を
習
い
た
い

　

②
食
事
に
気
を
つ
け
る　

一
日
一
回

は
自
転
車
で
外
出

片
山
ケ
イ
コ
（
川
内
・
応
神
）

　

①
剣
山
へ
の
登
山
、
友
人
と
の
バ
ス

の
旅

　

②
栄
養
重
視
、
運
動
と
睡
眠
と
共
に

ス
ト
レ
ス
を
持
た
な
い
よ
う
に

臼
井
　
邦
子
（
佐
古
）

　

①
現
状
維
持
で
ほ
ど
よ
く
仕
事

　

②
笑
顔
を
忘
れ
ず
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い

森
　
　
　
功
（
津
田
）

　

①
全
国
の
温
泉
巡
り

　

②
仲
間
達
と
の
食
事
会
と
カ
ラ
オ
ケ

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

西
内
　
信
二
（
東
・
西
富
田
）

　

①
健
康
で
楽
し
い
一
年
に

　

②
家
庭
菜
園
で
体
を
動
か
す

黒
田
美
津
子
（
渭
北
）

　

①
い
つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
な
の
で
、
我

が
道
を
行
け
た
ら
い
い

　

②
朝
食
の
前
に
25
年
間
青
汁
を
飲
ん

で
い
る

鈴
木
　
茂
好
（
勝
占
・
多
家
良
）

　

①
体
力
に
自
信
を
つ
け
、
仕
事
と
趣

味
で
充
実
し
た
一
日
の
生
活

　

②
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
考
え
継

続
す
る

木
内
　
　
努
（
加
茂
名
・
不
動
）

　

①
体
調
の
管
理

　

②
一
日
七
千
歩
は
歩
き
た
い

大
久
保
良
二
（
八
万
南
）

　

①
禁
煙

　

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

森
谷
常
次
郎
（
加
茂
）

　

①
プ
チ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

②
里
山
、
峠
等
散
策

蔭
山
　
義
昭
（
渭
東
）

　

①
旅
行

　

②
週
三
日
仕
事
、
週
三
日
農
業
手
伝

い
、
一
日
休
み

瀧
下
　
敬
子
（
入
田
・
上
八
万
）

　

①
家
庭
菜
園

　

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
太
極
拳
、
大
き

な
声
で
笑
う

田
村
　
和
江
（
川
内
・
応
神
）

　

①
家
族
の
健
康
に
気
を
つ
け
る

　

②
体
操
教
室

野
村
　
　
充
（
川
内
・
応
神
）

　

①
西
日
本
の
城
め
ぐ
り

　

②
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
に
毎
日
七
千

歩
歩
く

尾
方
　
　
保
（
入
田
・
上
八
万
）

　

①
花
が
好
き
な
の
で
園
芸
を
学
び
た

い
、
花
に
関
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
う

　

②
適
度
な
運
動
、
程
好
い
仕
事
、
適

量
な
晩
酌

新
居
　
京
子
（
加
茂
）

　

①
令
和
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
応
援
、

昭
和
11
年
生
ま
れ

昭
和
23
年
生
ま
れ

自
分
に
も
応
援

　

②
チ
ビ
ッ
子
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ヨ
ガ
、
体
操

廣
間
　
豊
治
（
津
田
）

　

①
え
ん
罪
被
害
者
の
救
済
に
む
け
署

名
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
、
え
ん

罪
な
ん
て
無
関
係
だ
と
思
わ
な
い

で
、
え
ん
罪
の
牙
は
あ
る
日
突
然

襲
っ
て
く
る

　

②
心
房
室
を
病
ん
で
か
ら
一
年
、
朝

夕
血
圧
管
理
に
気
を
つ
け
て
い
る
。

血
圧
計
を
片
手
に
持
っ
て
機
会
ご

と
に
血
圧
を
測
っ
て
い
る
。

西
口
　
秀
作
（
佐
古
）

　

①
住
宅
を
自
分
で
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　

思
い
出
の
地
へ
の
旅
行

　

②
毎
日
筋
ト
レ
の
継
続

鈴
江
　
一
雄
（
八
万
北
）

　

①
四
国
遍
路
88
ヶ
所
廻
り
再
開

　

②
仕
事
（
体
を
動
か
す
）
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○ 安全就業に関して

安全・適正就業委員長　大　山　貞　夫

　会員の皆さま、毎日お仕事ご苦労様です。本年度後半は地球温暖化のせいか現在までのと

ころそんなに厳しい寒さもなく、お仕事も順調に仕上がっているものと思います。

　今回は、シルバーの安全という視点から考えてみたいと思います。まず傷害事故で途上中（移

動中）の事故、これは 30 年度は５件でありましたが全て自転車、バイクの転倒、衝突である。

もらい事故もありますが、移動中の交通災害には十二分の注意を払っていただきたい。次の

傷害事故の大半を占めるのが、就業中の事故であります。これにはいろいろなパターンがあ

りますが、要するに“私ら仕事をしている人は高齢である”“動作が鈍くなっている”を常に

意識してヒヤリ・ハットをいかに少なくするかにあると思います。

　始業前の指差確認も仲間皆で行うことが非常に大事です。一人就業のところの皆さんも作

業手順を踏まえ安全に対しては常に“ここにはこんな危険が潜んでいる”ことを意識して就

業しましょう。次に損害賠償事故です。平成 30 年度が９件、令和元年度 10 月まで６件、近

年だんだん増加傾向にあります。この期間 15 件中 12 件が草刈り中の“飛び石”事故です。

刈り払い機を使用中、石が飛んで建物や、車両のガラスなどを破損する事故が多く見られます。

この飛び石事故を減らすことが喫緊の課題です。全国的に見ても飛び石事故は重要案件です。

受注に当たって事務局では、まず就業先の安全確認を徹底し、また刈り払い機の操作に関す

る安全講習会の回数を増やし、技術の習得と受講終了証で誇りを持って就業してもらい、１

件でも飛び石事故を減らすようにしたいものです。

　また、体調管理も重要な安全就業の必要条件です。少しでも変調を感じたら、仲間や事務

所に連絡し、次の手を打ってもらい大事に至らないようにしましょう。

　会員の皆さんのご健康とご活躍を念じております。

過去５年間の傷害・賠償事故発生状況（件数）

年　　度
傷害事故 賠償事故

摘　要
就業中（件） 途　上（件） 件　　数 内飛び石事故（件）

平成27年度 6 5 3 （2）

平成28年度 6 5 6 （3）

平成29年度 2 2 3 （2）

平成30年度 16 5 9 （6）

令和元年度 4 0 6 （6） 10 月まで

安全・適正就業委員会から安全・適正就業委員会から



シルバー   とくしま（5） 令和２年１月１日

令和元年度傷害・賠償事故発生状況
１. 会員傷害事故（令和元年８月１日〜９月２日報告）

発生日
性別
年齢

区分 事故の状況 傷害の状況
入院通院
（見込み）

R1.8.27
男性
69歳

就業中
除草中草むらから蜂が出てきて、手の甲とわ
き腹を刺された。

左手甲 2か所
右わき腹 1か所

通院
１日

R1.9.2
女性
65歳

就業中
屋外トイレ清掃中、スロープで足を滑らせ転
倒。

右わき腹あばら
骨２か所骨折、
右手薬指突き指

通院
７日

２. 会員賠償事故（令和元年８月１日〜11月22日報告）

発生日
性別
年齢

区分 事故の状況（賠償事由） 被害者への対応 賠償金額

R1.8.1
男性
77歳

就業中
空き地の草刈り作業で、飛散防止ネットを越
えて駐車中の車の後部座席窓ガラスを割った。

車の窓ガラスの
弁償

250,000円

R1.11.5
男性
82歳

就業中
駐車場近くでチップソーを使用した作業中、
見落とした石が飛び車のリアガラスを割った。

リアガラスの弁償 367,640円

R1.11.7
女性
71歳

就業中
マンション駐輪場の清掃中に自転車を転倒さ
せてしまい、オートバイに当たり傷をつけて
しまった。

傷の修復 12,683円

R1.11.22
男性
74歳

就業中
剪定中、門柱に足を掛けたところ、一部が崩
れて落下させてしまった。

門柱の修復 25,000円

　
同
封
し
て
お
り
ま
す
就
業
情

報
か
ら
、
希
望
さ
れ
る
お
仕
事

を
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、

郵
送
も
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務

局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
締
切
は
令
和
２
年
１

月
31
日（
金
）で
す
。

分
か
ち
合
い
就
業
に
お
け
る

「
就
業
情
報
」
に
つ
い
て

　草
刈
り
機
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
草
刈
り
機
の
基
本
的
な
操
作
や

点
検
、
整
備
方
法
な
ど
の
習
得
を

目
的
と
し
て
草
刈
機
安
全
講
習
会

を
令
和
２
年
２
月
に
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
就
業
時
や
ご
家
庭
で
草
刈
り
機

を
使
用
さ
れ
る
方
、
こ
れ
か
ら
草

刈
り
機
を
使
っ
て
就
業
さ
れ
た
い

方
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
参
加
日
時
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
同
封
し
て
お
り
ま

す
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



シルバー   とくしま （6）令和２年１月１日

　
我
国
で
は
、
深
刻
な
少
子
化
と

世
界
に
類
を
み
な
い
超
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
を
年
齢

別
人
口
構
成
で
み
る
と
、
65
歳
に

達
し
て
勤
労
生
活
か
ら
引
退
し
始

め
る
世
代
の
人
口
は
各
年
齢
220
万

人
ほ
ど
で
あ
る
一
方
、
新
た
に
働

き
始
め
る
人
は
各
年
齢
120
万
人
程

度
で
あ
り
、
今
後
深
刻
な
労
働
力

不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
経
済
活

動
が
安
定
的
に
推
移
し
生
活
水
準

を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
高
齢
者

や
女
性
の
多
く
が
社
会
の
中
で
活

躍
で
き
る
よ
う
、
就
業
条
件
や
環

境
の
整
備
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
従
来
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
「
臨
時
的
か
つ
短
期
的
又
そ
の

他
の
軽
易
な
業
務
」
を
提
供
す
る

と
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
と
す
る
様
々
な
社
会
参
加
を
通

じ
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
、
地
域
社
会
の
活
性
化
・
福
祉

向
上
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
全
国
の
会
員
数
は
、

平
成
21
年
末
に
79
万
人
を
超
え
た

の
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
平
成
30

年
末
に
は
約
71
万
人
ま
で
減
少
し

て
お
り
、
徳
島
市
も
同
様
な
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
へ
の
雇
用
の
延
長
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
の

影
響
の
他
、
団
塊
の
世
代
が
入
会

す
る
に
あ
た
り
提
供
す
る
業
務
内

容
が
主
に
軽
作
業
で
受
け
皿
に
な

り
に
く
か
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
は
、
会
員
増
強
の
た

め
、
女
性
や
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
就
業
機
会
の
提
供

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
①
就
業
し
や
す
い

環
境
・
条
件
の
整
備
、
②
高
齢
者

の
能
力
の
再
評
価
と
最
大
限
の
活

用
を
考
え
た
就
業
機
会
の
開
拓
・

創
造
（
民
間
業
者
と
連
携
し
た
取

組
み
な
ど
）
③
高
齢
者
が
参
加
に

意
義
を
見
い
出
す
仕
事
の
確
保
（
地

域
が
抱
え
る
課
題
解
決
な
ど
に
係

る
事
業
）
等
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
新
た
な
役
割
を
果
た
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
就
業

機
会
を
確
保
、
提
供
す
る
こ
と
は

会
員
数
の
増
強
に
繋
が
り
、
ひ
い

て
は
収
益
の
増
加
に
よ
る
経
営
の

安
定
化
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
特
性
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
役

割
を
模
索
し
つ
つ
、
そ
の
中
で
具

体
的
な
組
織
と
し
て
の
取
り
組
み

を
選
定
し
、
計
画
的
か
つ
着
実
に

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
役
割
と

安
定
し
た
経
営

常
務
理
事　

北
　
島
　
浩
　
一

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
１
・

第
３
火
曜
日
に
事
務
所
に
て
「
な
ん

で
も
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
に
来
所
さ
れ
る
会
員
さ
ん
は

毎
回
１
〜
３
名
ほ
ど
で
、
ほ
と
ん
ど

の
相
談
内
容
は
就
業
に
関
す
る
も
の

で
す
。
お
仕
事
の
希
望
や
健
康
状
態

な
ど
を
聞
き
、
就
業
情
報
を
基
に
仕

事
内
容
を
説
明
し
ま
す
。
更
に
詳
し

い
内
容
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
担
当

職
員
か
ら
説
明
さ
せ
ま
す
。

　
希
望
通
り
の
仕
事
に
就
業
で
き
る

方
も
あ
り
ま
す
が
多
く
は
な
か
な
か

マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
結
び
つ
き
ま
せ

ん
。
日
常
生
活
の
雑
談
で
は
「
テ
レ

ビ
ば
か
り
見
て
い
る
の
も
飽
き
る
」

「
明
日
の
予
定
が
な
い
」「
も
っ
と
毎

日
に
緊
張
感
を
持
ち
た
い
」「
何
か

仕
事
を
し
た
い
」
と
の
話
を
聞
き
ま

す
。

　
こ
う
し
た
声
を
踏
ま
え
、
就
業

（
仕
事
）が
日
々
の
生
活
リ
ズ
ム
と
な

り
、
働
く
こ
と
で
社
会
と
つ
な
が

り
、
健
康
で
生
き
甲
斐
を
持
っ
て

活
躍
で
き
る
よ
う
に
「
な
ん
で
も
相

談
」
を
通
じ
て
情
報
提
供
や
ア
ド
バ

イ
ス
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
「
な
ん
で
も

相
談
」
を
御
活
用
下
さ
い
。

「
な
ん
で
も
相
談
」
の
利
用
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
10
月
27
日
（
日
）
午
前

10
時
よ
り
毎
年
恒
例
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
活
動
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
問
屋
町
か

ら
場
所
を
移
し
、
南
末
広
の
イ
オ
ン

モ
ー
ル
徳
島
の
２
Ｆ
コ
ン
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
型
商
業
施
設
で

の
開
催
で
従
来
の
固
定
層
以
外
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
来
店
も
見
込
め
る

立
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
企
画
内
容
も
キ
ッ
ズ

を
対
象
に
「
お
菓
子
の
つ
か
み
取

り
」
を
新
規
に
加
え
る
な
ど
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
で
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の

「
花
の
土
」
が
園
芸
を
趣
味
と
す
る

方
向
け
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
レ
ジ

袋
有
料
化
の
動
き
の
折
り
時
宜
に
か

な
っ
た
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
に
変
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
幅
広
い

年
齢
層
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

普
及
啓
発
活
動
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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女性活動活性化事業

　女性会員入会促進のため、「シニア女子」向けのリーフレッ
トが1,000部完成。
　10月の普及啓発活動に400部使用し、12月に300部クレ
メントプラザのジョブステーション、スーパーマルヨシセン
ター城南店、女性センター、フレア徳島男女共同参画センター、
県・市社会福祉センター、各地区コミュニティセンター等に
設置しました。
　ご協力頂きました皆様、ありがとうございました。

　女性会員数が今年度伸びています。（右
のグラフでR１年度は12月1日現在）　
　女性活動推進委員会では現在令和２年度
事業について協議中です。先進他都市の取
組を参考に、できることからチャレンジし
ていきます。

○ PRリーフレットを刷新しました！

○ 女性会員割合が４割に！

　先日新しいPRリーフレットをお持ちしました。早速相談者
の方に使用していただきま
した。

○ 「ジョブステーション」

　徳島県シルバー人材センター連合会
富永事務局長
～ジョブステーションにて、毎月第2・
4木曜日高齢者の方へシルバー人材セン
ターの紹介をされています～

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 
455 495 495 553 529 510 514 560 
820 809 840 878 865 860 817 841 
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就
業
開
拓
・
促
進
委
員
長　

笠
井
　
　
元

　

当
委
員
会
で
は
、
就
業
機
会
の

拡
大
を
目
的
と
し
て
、
関
連
す
る

委
員
会
や
職
域
班
及
び
地
域
班
等

よ
り
広
く
意
見
を
求
め
、
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
解
消
や
公
平
な
就
業
機
会
の

提
供
を
基
本
と
し
た
会
員
組
織
の

再
編
成
及
び
就
業
機
会
の
拡
大
に

つ
い
て
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

就
業
機
会
の
拡
大
と
会
員
拡
大

は
両
輪
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
様
々

な
手
段
で
入
会
者
を
増
や
し
、
多

く
の
会
員
が
仕
事
に
就
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

特
に
企
業
等
か
ら
の
需
要
の
多

い
女
性
会
員
の
拡
大
に
注
力
す
る

と
と
も
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
新

た
な
就
業
機
会
の
拡
大
に
向
け
一

層
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

就
業
開
拓
・
促
進

委
員
会
だ
よ
り
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令
和
元
年
11
月
12
日
、
朝
７
時
過

ぎ
、
徳
島
駅
前
を
バ
ス
３
台
で
出
発

し
、
途
中
、
今
年
度
か
ら
と
く
と
く

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
の
乗
車
も
合
せ
て

97
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
森
本
理
事
長
か
ら
の
差
し
入
れ
の

ド
リ
ン
ク
で
全
員
喉
を
潤
し
な
が
ら

隣
人
と
の
会
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
淡
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
ト

イ
レ
休
憩
の
後
、
歌
好
き
の
カ
ラ
オ

ケ
バ
ス
で
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
歌

が
歌
わ
れ
、
京
都
嵐
山
に
着
く
ま
で

続
き
ま
し
た
。

　
嵐
山
で
は
現
地
ガ
イ
ド
が
竹
林
の

自
由
散
策
で
案
内
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
は
、
竹
林
の
観
光
は
初

め
て
だ
っ
た
の
で
す
ご
さ
に
圧
倒
さ

れ
っ
放
し
で
し
た
。
名
所
だ
け
あ
っ

て
、
外
国
人
や
修
学
旅
行
生
が
多
く

ス
ム
ー
ズ
な
動
き
が
と
れ
ず
、
途
中

で
引
き
返
し
、
バ
ス
で
昼
食
会
場
の

西
陣
織
会
館
へ
。
京
料
理
の
天
ぷ
ら

定
食
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
お
腹
を

満
た
し
た
後
、
本
日
の
メ
イ
ン
で
あ

る
京
都
御
所
を
約
１
時
間
か
け
て
観

光
し
ま
し
た
。
建
物
内
に
は
入
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
き
れ
い
な
広
い
庭
、

建
造
物
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　
次
は
二
条
城
に
着
い
た
後
、
バ
ス

毎
に
記
念
写
真
を
撮
り
、
城
内
の
見

学
を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
襖
絵

や
天
井
画
に
は
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。
庭
の
手
入
れ
も
行
き
届
い
て
す

ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
最
後
に

八
つ
橋
庵
で
お
抹
茶
と
お
菓

子
を
食
し
た
後
、
お
店
の
試

食
品
を
食
べ
尽
く
す
程
い
た

だ
き
、
お
み
や
げ
を
両
手
い
っ

ぱ
い
買
い
ま
し
た
。「
徳
島
の

人
は
み
や
げ
を
買
う
の
が
全

国
一
」
と
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
を
聞

き
、
納
得
し
ま
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
内
で
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
カ
ラ
オ
ケ
に
盛
り
上
が
り
、
淡

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
夕
食
の
お

に
ぎ
り
弁
当
を
い
た
だ
き
、
19
時
半

頃
、
全
員
無
事
に
帰
り
着
き
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
楽
し
い
旅
行
が

で
き
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た

　
　 

京
都
日
帰
り
旅
行

　

勝
占
・
多
家
良
地
区

藤
原
恵
美
子

会

員

投

稿

　パズル面の中には11の三字熟語がしりとりになる
ように、そしてそれらすべての漢字がひとつながり
になるように、タテ（上下）かヨコ（左右）でつながっ
ています。11の三字熟語をすべて見つけてつなげる
と３つの漢字が残るので、その３つでできる三字熟
語を答えてください。

漢字クイズ（しりとりめいろ）とアンケート結果

応募者（シルバー人材センター会
員）のうち正解者15名の方に抽選
で図書券を差しあげます。

（応募締切１月31日）

 正解者33名のうち、厳正な抽選の結果15名の
方に図書券をお送りしました。８

前回の数クイズの解答

話 会 内 機 水

文 評 食 売 券

庫 品 料 無 期

本 命 木 戸 定

月 馬 酔 銭 勘

こたえ

　アンケートにお答えいただきありがとうございまし
た。今後とも、たくさんの人に「シルバーとくしま」を
読んでいただけるよう編集に生かさせてもらいます。
これからも気がついた点やご意見・ご投稿をお送りく
ださい。お待ちしています。

１号車

３号車

２号車
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ょ
う
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シルバー   とくしま（9） 令和２年１月１日

○

秋
旅
行

　カ
ラ
オ
ケ
バ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　の
ど
じ
ま
ん

○

紅
葉
ま
だ

　竹
林
仰
ぐ
京
の
旅

大
黒

　昭
義

　
　
　

○

欠
礼
の
便
一
通
に
済
み

　
　
　
　
　
　
　
　年
暮
る
る

○

は
や
予
定
い
く
つ
か
入
り
て
初
暦

竹
井

　澄
子

　
　
　

○

仕
舞
い
湯
の
星
座
に
見
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　十
二
月

○

八
十
路
来
て
猪
に
逢
え
る
か
年
男

横
手

　
　収

　
　
　
　

○

花
好
き
の
母
は
花
野
に

　
　
　
　
　
　
　行
っ
た
き
り

○

想
い
出
に
残
る
川
筋
冬
紅
葉

阿
波
長
峯
生

　
　
　

○

秋
高
し

　遺
風
残
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　御
所
の
屋
根

○

令
和
明
け

　十
年
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　新
た
な
り

橋
本

　守
正

ビ
ン

俳
句
・
川
柳

　
当
山
は
聖
武
天
皇
の
御
宇
、
天

平
勝
宝
元
年
に
、
行
基
菩
薩
が
勅

を
奉
じ
て
、
和
気
西
山
の
海
岸
に

創
建
し
、
阿
弥
陀
如
来
の
尊
像
を

刻
ん
で
安
置
、
海
岸
山
円
明
密
寺

と
号
し
た
。

　
年
を
経
て
弘
法
大
師
が
四
国
巡

錫
の
と
き
に
、
第
53
番
霊
場
に
定

め
ら
れ
た
。

　
豪
族
須
賀
重
久
が
現
在
の
地
を

選
ん
で
再
建
に
に
つ
と
め
、
寛
永

10
年
に
成
就
し
、
同
13
年
須
賀
山

の
号
を
賜
っ
た
。

場
所
　
松
山
市
和
気
町

　
私
達
の
南
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

　
佐
那
河
内
村
、
大
川
原
高
原
か
ら

注
ぐ
上
八
万
町
園
瀬
川
の
下
流
沿
に

あ
る
、
私
の
地
区
に
は
、
歴
史
や
文

化
、
文
教
と
い
っ
た
、
文
化
の
森
総
合

公
園
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
交
通

の
ア
ク
セ
ス
も
好
く
成
り
、
常
に
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
居
ま
す
。

　
南
地
区
は
、
東
西
に
長
く
、
南
北

に
短
く
、
西
部
側
に
犬
山
・
下
長
谷

で
中
間
位
置
に
橋
本
・
八
万
南
小
学

校
・
南
幼
稚
園
が
有
り
、
東
部
側
に

は
南
バ
イ
パ
ス
大
野
橋
ま
で
、
南
は

法
花
地
域
で
境
界
。

　
現
在
地
区

会
員
人
数
は

64
人
で
維
持
。

男
性
48
人
・

女
性
16
人
で

女
性
会
員
さ

ん
を
増
や
し

た
い
所
で
す
。

　
全
八
万
地

区
か
ら
分
割

さ
れ
、北
・
南
・

で
発
足
す
る

中
、
も
う
早
く
も

四
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
年
を
追
う

毎
に
高
齢
者
の
会

員
さ
ん
の
退
会
で

此
の
数
年
毎
に
減

少
に
有
り
ま
す
。

　
現
在
地
区
活
動

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
・
地
区
総
会
・

地
区
親
睦
会
で
す
。

今
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
市

立
八
万
南
幼
稚
園
で
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
六
月
十
六
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
実
施
。
朝
７
時
か
ら
10
時
過
ま

で
の
予
定
で
参
加
者
が
少
な
い
中
で

作
業
が
始
ま
り
、
各
自
、
自
分
の
役

目
に
分
か
れ
園
内
の
草
刈
・
剪
定
作

業
・
花
壇
の
草
抜
き
。
特
に
大
樹
木

の
剪
定
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
の
地
区

に
は
、
剪
定
班
・
元
専
門
職
の
会
員

さ
ん
が
他
の
地
区
よ
り
多
く
助
か
っ
て

お
り
ま
す
。
参
加
者
の
皆
様
本
当
に

お
世
話
に
成
り
ま
し
た
。
終
了
後
に

は
、
園
長
先
生
か
ら
労
い
の
挨
拶
を
う

け
大
変
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
セ
ン
タ
ー
と
共
に
協
力
し

地
域
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
、
役
員
様
、
末
永
く
ご

指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
次
は
、
勝
占
・
多
家
良
地
区
で
す
。

八
万
南
地
区
だ
よ
り

　
八
万
南
地
区
長
　
山
田
　
泰
清

地

区

紹

介



シルバー   とくしま （10）令和２年１月１日

　
令
和
元
年
10
月
20
日（
日
）午
前
９

時
30
分
よ
り
徳
島
市
立
考
古
資
料
館

（
徳
島
市
国
府
町
矢
野
）
に
て
毎
年

恒
例
の
「
文
化
財
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
考
古
資
料
の
意
義
や

価
値
を
広
く
啓
発
す
る
た
め
に
市
民

の
皆
さ
ん
に
身
近
な
文
化
財
と
し
て

親
し
ん
で
頂
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
伝

統
芸
能
や
長
い
歴
史
を
持
つ
茶
道
生

け
花
な
ど
の
芸
術
も
広
い
意
味
で
文

化
財
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
考
古
資
料
館
の
設
置
目
的
や
意
義

を
理
解
し
て
も
ら
う
数
少
い
機
会
で

も
あ
り
、
種
々
な
企
画
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
小
中
学
生
を
対
象
と
す

る
手
作
業
と
し
て
追
体
験
で
き
る

「
手
作
り
教
室
」
や
小
中
学
生
に
よ

る
「
お
手
前
」
の
披
露
な
ど
楽
し
い

催
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　
恒
例
の
お
茶
席
で
は
お
手
前
に
よ

る
接
待
が
あ
り
、
普
段
の
生
活
で
は

機
会
の
少
な
い
侘
茶
の
ひ
と
と
き
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
午
後
か
ら
の
催
し
で
は
「
寄

井
座
」
社
中
や
城
北
高
校
民
芸
部
の

皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
の
上
演

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

考
古
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
ま
つ
り
開
催

互
助
会
主
催
に
よ
る

バ
ザ
ー
開
催

　
10
月
６
日
㈰
　
２
回
目
の
バ

ザ
ー
が
当
セ
ン
タ
ー
一
階
フ
ロ
ア

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
手
芸
、
彫
刻
、
衣
類
、
野
菜
な

ど
、
そ
れ
に
今
回
は
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
同
志
に
よ
り
食
器
・
袋
物
他

た
く
さ
ん
の
品
が
安
い
価
格
で
展

示
即
売
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
が
行

き
届
か
な
か
っ
た
の
か
商
品
の

割
に
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
が

少
々
残
念
で
し
た
。

　
次
回
は
も
う
少
し
Ｐ
Ｒ
を
し
て

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
達
に
楽
し

ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
会
員
の
方
々
も
お
誘
い
合
わ
せ

て
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。



シルバー   とくしま（11） 令和２年１月１日

　
考
古
資
料
館
主
催
の
文
化
財
と
遺

跡
巡
り
の
旅
が
10
月
27
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
奈
良「
山

の
辺
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
あ
た
り
に

点
在
す
る
多
数
の
遺
跡
を
巡
る
日
帰

り
旅
行
の
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
方
後
円
墳
で
あ
る
天
理
市
の
黒

塚
古
墳
を
皮
切
り
に
行あ

ん

燈ど

山や
ま

古
墳
、

柳
本
古
墳
、
桜
井
市
の
纒ま

き

向む
く

遺
跡
、

箸は
し

墓は
か

古
墳
な
ど
考
古
学
上
有
数
の
価

値
の
高
い
遺
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
万
葉
集
で
有
名
な
香か

久ぐ

山
・
畝う

ね

傍び

山
・
耳み

み

成な
し

山や
ま

そ
れ
に
三
輪
山
を
望
み

な
が
ら
学
識
豊
富
な
村
田
学
芸
員
の

解
説
を
聞
き
、
大
和
の
歴
史
的
風
土

を
堪
能
し
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
末
年
始
の
事
務
所
休
業
に
よ
り

提
出
は
12
月
分
は
１
月
６
日
（
月
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
休
業
の
あ

る
就
業
先
に
つ
い
て
は
事
前
に
作
成

を
依
頼
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

12
月
就
業
分
（
受
託
）・（
派
遣
）

　
　
１
月
24
日（
金
）
１
月
20
日（
月
）

１
月
就
業
分
（
受
託
）・（
派
遣
）

　
　
２
月
25
日（
火
）
２
月
20
日（
木
）

２
月
就
業
分
（
受
託
）・（
派
遣
）

　
　
３
月
25
日（
水
）
３
月
19
日（
木
）

　
令
和
元
年
分
配
金
支
払
証
明
書
を

１
月
下
旬
に
圧
着
ハ
ガ
キ
に
て
発
送

い
た
し
ま
す
。
派
遣
の
就
業
の
方
は

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

よ
り
源
泉
徴
収
票
が
届
き
ま
す
。

　
配
分
金
は
雑
所
得
、
派
遣
は
給
与

所
得
と
し
て
課
税
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
必
要
経
費
等
の
控
除
後
の
金
額

に
よ
り
申
告
の
要
不
要
が
異
な
り
ま

す
。
公
的
年
金
・
給
与
・
譲
渡
所
得

等
の
複
数
の
所
得
の
あ
る
方
は
適
切

に
処
理
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 事

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
理
事
会
開
催
〉

▼
第
３
回
理
事
会

　
　
　
令
和
元
年
９
月
27
日
（
金
）

○
決
議
事
項

１
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴

う
対
応

２
、
平
成
30
年
度
公
益
目
的
事

業
に
お
け
る
未
収
金
の
取

扱
い

○
承
認
事
項

１
、
会
員
の
入
退
会

２
、
普
及
啓
発
活
動

３
、
未
収
金
に
つ
い
て

○
報
告
事
項

１
、
事
業
実
績

▼
第
４
回
理
事
会

　
　
　
令
和
元
年
11
月
29
日
（
金
）

○
決
議
事
項

１
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
案

（
第
１
号
）

２
、
令
和
２
年
度
予
算
編
成
方

針
（
案
）

○
承
認
事
項

１
、
会
員
の
入
退
会

○
報
告
事
項

１
、
令
和
元
年
度
上
半
期
決
算

報
告

２
、
就
業
開
拓
・
普
及
啓
発
活

動
報
告

〈
調
整
会
議
及
び
各
種
委
員
会
〉

▼
第
２
回
調
整
会
議

　
　
　
令
和
元
年
９
月
20
日
（
金
）

１
、
第
３
回
理
事
会
の
開
催
を

踏
ま
え
協
議

▼
第
３
回
調
整
会
議

　
　
　
令
和
元
年
11
月
22
日
（
金
）

１
、
第
４
回
理
事
会
の
開
催
を

踏
ま
え
協
議

▼
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　
　
令
和
元
年
11
月
25
日
（
月
）

１
、「
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
」
正

月
号
（
１
月
１
日
発
行
）

の
テ
ー
マ
及
び
項
目
に
つ

い
て
協
議

▼
第
１
回
就
業
開
拓
・
促
進
委
員
会

　
　
　
令
和
元
年
10
月
11
日
（
金
）

１
、
会
員
組
織
の
現
状
及
び
課

題
と
問
題
点

２
、
組
織
再
編
成
の
原
案

▼
第
２
回
就
業
開
拓
・
促
進
委
員
会

　
　
　
令
和
元
年
12
月
20
日
（
金
）

　
　
内
容
は
同
前

▼
第
１
回
女
性
活
動
推
進
委
員
会

　
　
　
令
和
元
年
９
月
19
日
（
木
）

１
、
女
性
会
員
の
現
状
報
告

▼
第
２
回
女
性
活
動
委
員
会

　
　
　
令
和
元
年
11
月
26
日
（
火
）

▼
第
２
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
　
　
令
和
元
年
10
月
15
日
（
火
）

１
、
安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い

て
協
議

配
分
金
等
支
払
日
に
つ
い
て

配
分
金
支
払
証
明
書
等
に
つ
い
て

12
月
履
行
報
告
書
提
出
に
つ
い
て

理
事
会
等
の
開
催
状
況

文
化
財
巡
り
の
旅



シルバー   とくしま （12）令和２年１月１日

　寒いからといってジットしていては筋肉が低下します。
　天気・気温に関係なく手軽に出来るトレーニング実例をいくつかご紹介します。

（部屋の隅にホコリをかぶっていたボールもやっと出番です。）

●
編
集
後
記

　

前
号
か
ら
表
紙
の
ロ
ゴ
の
デ
ザ

イ
ン
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
？

　

文
字
を
大
き
く
し
、
文
字
色

も
四
季
の
イ
メ
ー
ジ
を
あ
て
は

め
た
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
に
も
経
験
し
た

私
達
会
員
の
皆
様
に
は
二
回
も

感
動
を
味
わ
え
ま
す
。
今
か
ら

楽
し
み
で
す
ね
。

　

色
々
な
面
で
頑
張
っ
て
き
た

ご
ほ
う
び
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
も
２
年
を
迎
え
、
新
し

い
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
編

集
員
一
同
親
し
み
や
す
い
、
わ

か
り
や
す
い
広
報
誌
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
一
層
精
進
す
る
つ

も
り
で
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

和
泉
佐
代
子

　
　
　
　
　
　

平
田　

満
茂

　
　
　
　
　
　

𠮷
田
健
次
郎

　
　
　
　
　
　

藤
原
恵
美
子

　
　
　
　
　
　

橋
本　

京
子

　
　
　
　
　
　

多
田　

範
子

　
私
も
、
令
和
二
年
に
は
入
会
し
て

十
年
目
に
な
り
ま
す
。
早
い
で
す

ね
〜
？
。

　
私
の
実
年
齢
は
別
に
し
て
、
加
齢

に
よ
る
体
力
や
気
力
の
退
化
が
有
る

こ
と
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に
全
員
在

籍
の
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
行
き
着
く

と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
私
自
身
が
、
近
頃
は
耳
が
遠

く
、
眼
鏡
を
か
け
て
、
腰
が
痛
く
息

が
切
れ
る
、
物
忘
れ
を
す
る
状
態
で

す
。
重
ね
て
言
い
ま
す
が
私
の
状
態

で
す
。

　
そ
こ
で
会
員
の
皆
様
に
私
を
、
良

く
な
い
見
本
と
し
て
十
年
・
十
五
年
・

二
十
年
と
表
彰
さ
れ
る
様
に
、
元
気

で
会
員
と
し
て
仕
事
や
趣
味
に
、
そ

し
て
仲
間
た
ち
と
仲
良
く
交
流
を
深

め
る
事
な
ど
を
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

　
こ
れ
で
終
っ
て
は
、
少
し
短
い
で

す
ね
。

　
会
員
の
皆
様
に
自
動
車
運
転
免
許

証
を
持
っ
て
、
高
齢
者
免
許
更
新
を

済
ま
せ
た
方
は
、
経
験
済
み
な
の
で

「
何
だ
〜
そ
ん
な
こ
と
」？
と
思
わ
れ

る
で
し
ょ
う
が
、
初
体
験
の
（
年
齢

が
分
か
る
？
）
私
は
、ワ
ク
ワ
ク
（
不

安
も
）
し
な
が
ら
教
習
所
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
実
車
で
試
験
官
の
指
示
す
る
と
お

り
に
走
り
な
が
ら
、「
こ
れ
で
は
駄

目
で
す
よ
。」
っ
て
失
格
で
す
、
不

合
格
で
す
。
と
言
わ
れ
れ
ば
？
と
一

瞬
思
っ
た
が
、
い
や
、
い
や
、
私
は

大
丈
夫
、
根
拠
の
な
い
自
信
で
指
示

ど
お
り
無
事
終
了
。
後
席
で
深
い
息

を
静
か
に
、
聞
き
取
ら
れ
な
い
よ
う

に
吐
き
出
し
ま
し
た
。

　
視
力
や
視
野
検
査
も
無
事
に
終
了

し
た
の
で
す
が
、
次
回
の
更
新
は
記

憶
力
検
査
（
認
知
機
能
）
も
有
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
嫌
な
事
が
あ
り
ま
す
ね
ぇ
〜
。

　
で
も
、
昨
今
の
情
報
で
は
高
齢
者

の
加
害
者
側
に
立
つ
場
合
が
多
く
て
、

更
に
身
体
管
理
を
、
個
人
も
組
織
も

努
力
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

 

　
も
う
ご
存
知
で
す
よ
ね
！

携
帯
電
話
を
使
っ
た

な
が
ら
運
転
は
、

昨
年
12
月
か
ら

罰
則
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

改正後

6月以下の
懲役または
10万円以下
の罰金

３点

普通車
1万8000円

大型車
2万5000円

二輪車
1万5000円

原付
1万2000円

改正前

5万円以下の
罰金

１点

普通車
6,000円

大型車
7,000円

二輪車
6,000円

原付
5,000円

罰　　則

違反点数

反 則 金

四
季
の
健
康

四
季
の
健
康

腕立て伏せ 片脚屈伸 伸身リラクゼーション

！

後
期
高
齢
者
直
前
の
つ
ぶ
や
き

副
理
事
長

　南

　
　
　恵
吉

後
期
高
齢
者
直
前
の
つ
ぶ
や
き


